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未来社会の課題とその解決策とは？

農業

エネルギー

ものづくり

医療・介護交通

防災

Source: 内閣府ホームページ

次世代農園
空飛ぶ車

衝突できない車

ロボティクス
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宇宙は身近になった？

©Daily 新潮

Image credit: Paul Hennessy/Anadolu Agency via Getty Images

©NASA
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米ARTEMIS計画と日米協力

人類は再び月へ
日本は科学技術で並走

事業はどうか？
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Source: https://sia.org/news-resources/state-of-the-satellite-industry-report/

宇宙産業の規模
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New Spaceの台頭
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宇宙関連産業でのベンチャーに向けた新たな動き（世界）
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代表的な通信コンステレーション



9

通信
コンステ

光伝送
コンステ

観測
コンステ

（光学・レーダーなど）

測位
コンステ

世界中でコンステの流れが加速
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小型衛星による通信メガコンステ登場

巨大なリスクマネー投資
(Capital Gainによる兆単位）
に対抗するのではなく、
長いものに巻かれるでもない、
日本が進むべき別の道が必要



11

米国は安全保障が強いドライビングフォース

キー技術は
光無線通信による
データリレー

それを実現する通信技術と
コンステ衛星運用技術
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NTTのグローバルNW/DC
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・超高速スイッチ
・SmartNIC

・DC間伝送装置
適
用
領
域

光ディスアグリゲーテッドコン
ピュータ

第五世代第四世代第三世代第二世代第一世代

ファイバーレスチップ接続用ボード接続用プラガブルトランシーバ用中継装置用

・テレコム用中継装置
（長距離、メトロ網）

形
態

商用化済 2023 2024～2025 2026～

※PEC…Photonics-Electronics Convergence

ネットワーク コンピューティング

NTTが進めるIOWN構想 ～光電融合デバイスの開発～
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大容量・高品質 低遅延低消費電力

・波長（光信号）

光/光

独立
光 光 光

A
B
C
Ⅾ

1000 [ Tbps/ファイバ ]

光ファイバ

波長

伝送媒体

伝送装置

情報処理基盤

光電融合素子

光ファイバケーブル

光(波長)スルー

・波長単位で伝送

・待ち合わせ処理不要

・データの圧縮不要

大容量動画(非圧縮)

音声

波長A

処理遅延なし

波長B

※1 フォトニクス技術適用部分の電力効率の目標値 ※2 光ファイバー1本あたりの通信容量の目標値 ※3 同一県内で圧縮処理が不要となる
映像トラヒックでの遅延の目標値

伝送容量125倍※2
エンドエンド遅延

1/200※3電力効率 100倍※1

IOWNの効果
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NTT x スカパーJSAT

会社名 株式会社 Space Compass

代表者 代表取締役 Co-CEO 堀茂弘

代表取締役 Co-CEO 松藤浩一郎

設立 2022年7月20日

所在地 東京都千代田区大手町

出資規模 180億円

株主構成 NTT 50% スカパーJSAT 50%

NTTのグローバルネットワーク技術とスカパーJSATの宇宙事業経験を活かし

日本発の新たな非地上インフラ「宇宙統合コンピューティング・ネットワーク」事業に挑戦

©Boeing
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めざす世界～地上と非地上のインフラ統合

Storage

B5G/6G, 地上ネットワーク B5G/6G, 地上ネットワーク

IoT衛星
リモートセンシング衛星

携帯バックホール

AI分析

宇宙統合コンピューティング・ネットワーク
地上の災害の影響を受けず、宇宙で独立して脱炭素且つ自立可能な宇宙インフラ

光技術で超低消費電力、超高速通信、高セキュアなネットワークを実現

通信(光)

通信(電波)

宇宙データセンタ
（光データリレー＆コンピューティング）

宇宙センシング

宇宙RAN
（静止軌道・低軌道・成層圏）

© Planet Labs INC

HAPS(高高度プラットフォーム)
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Storage

B5G/6G, 地上ネットワーク B5G/6G, 地上ネットワーク

IoT衛星
リモートセンシング衛星

携帯バックホール

AI分析

通信(光)

通信(電波)

宇宙センシング
© Planet Labs INC

HAPS(高高度プラットフォーム)

第一歩として２つのサービスを構築・開始

光データリレー
サービス
FY2024～

HAPS
サービス
FY2025～
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宇宙からの地球観測（光学カメラ）

50cm分解能

SkySat: EVERGIVEN号 (Mar. 28, 2021)

©Planet Labs PBC
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宇宙からの地球観測（合成開口レーダー）

©iQPS, Inc.



20

宇宙からの地球観測（増え続けるデータ量）

“As you get more operational with your 
customers, they want more capacity
and they want it faster”
Robbie Schingler, Planet chief strategy officer

https://spacenews.com/planet-pelican-details/

©NSR  Source:NSR “Computing via Satellite” (2022.04)
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光データリレーサービス

2024年度に光データリレーサービスを開始

Before：

短時間の間欠的且つ

限られた通信容量

After：

準リアルタイムに高速

大容量データ伝送

既存地上局サービス：
数百Mbps程度

光データリレーサービス：
5Gbps以上

静止軌道衛星

観測衛星
（低軌道）

大容量・準リアルタイムデータ伝送

データ・画像取得
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米Skyloomとの協業検討

Source: 米国防総省website

©Skyloom

©Skyloom
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宇宙オンボードエッジコンピューティング

AI データ分析

データ圧縮

宇宙空間におけるコンピューティング機能

✓膨大に発生するデータの圧縮

✓エッジ環境におけるA/I分析によるデータの軽量化

✓宇宙空間でのデータ保管

宇宙コンピューティング機器例（Unibap）

GEO
リレー
衛星

LEO
観測
衛星

データ
フロー

取得データ

データ保管
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HAPSを利用したモビリティ・サービス
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地上移動通信によるHAPS利用

HAPS
ペイロード

HAPS

Feeder link (mmW)
（ex. Q-band, BW = 20MHz x M）

Service link (4G/5G)
（ex. S-band, BW = 20MHz）

N x simultaneous beams

CN

BS
（CU/DU）

HAPS
地上局

Fronthaul (O-RAN)

Backhaul

Frequency conversion
and power amplification

Send M cells 
bundled together

4G/5G system

BS
（CU/DU）

RU

Make 4G/5G
analog signals
(RU functionality)

Seamless mobility between TN and NTN

Fronthaul (O-RAN)

フィーダリンクにはミリ波等の高周波数帯を使用（複数セル/ビームの信号を束ねる）

サービスリンクの周波数帯はWRC-23の議題となってる2.7GHz未満のIMT用周波数帯のうち4G/5G周
波数帯を想定

地上移動通信網とのハンドオーバを実現
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～成層圏からスマートフォンへの通信サービスの提供が可能であることを実証～

ドコモとエアバス、HAPSから電波伝搬実験に成功
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通信だけでなく地球観測への活用も

Source: Airbus website
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中長期ロードマップ（予定）

2024年

2022年
2023年

2025年
2026年

2027年～

商用光データ

リレー衛星投入

3機体制でグローバル

カバレッジ実現

順次衛星投入しつつ

コンピューティングサービス
も本格化

大阪・関西

万博デモ

実証試験・法制度化

宇宙

データ

センタ

宇宙

RAN

サービス開始

順次追加投入

センシング事業化

全国カバーそして

グローバル展開
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宇宙空間の一層の活用
によるレジリエントで
持続可能な社会の実現

環境問題

気候変動

エネルギー
自然災害

安全保障

持続可能な社会の実現に向けて



ご清聴ありがとうございました


